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Jap
an
,
R
u
ssia,
an
d
th
e
U
n
ited
S
tates”,
C
am
b
rid
g
e,
H
arv
ard
U
n
iv
ersity
,
1992.
(обье
м
30
а
.л
.);
T
H
E
N
E
W
IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
O
R
D
E
R
IN
A
S
IA
-P
A
C
IF
IC
:Т
h
e
R
u
ssian
P
ersp
ectiv
e.
P
ap
er
F
or
In
tern
ation
al
C
on
feren
ce
“N
ew
In
tern
ation
al
O
rd
er
In
N
orth
east
A
sia
A
n
d
th
e
K
orean
P
en
in
su
la”
IN
S
eou
l,
28-29
北
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
新
し
い
秩
序
と
朝
鮮
半
島
︑
一
九
九
二
年
︵
英
語
︶
N
O
V
E
M
B
E
R
,1992.(0,7
а
.л
.)；
一
九
九
三
年
二
八
日
・
米
・
ロ
新
時
代
へ
の
シ
ナ
リ
オ
﹁
北
方
領
土
﹂
ジ
レ
ン
マ
か
ら
の
脱
出
︑
木
村
汎
︑
グ
ラ
ハ
ム
・
Ｔ
・
ア
リ
ソ
ン
︑
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
Ｏ
・
サ
ル
キ
ソ
フ
著
︑
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
一
九
九
三
年
三
月
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
一
九
九
四
年
二
九
T
h
e
n
ew
d
ev
elop
m
en
ts
in
R
u
ssia-Jap
an
ese
relation
s
(p
rob
lem
s
of
p
sy
ch
olog
y
an
d
com
m
u
n
ication
g
ap
)
日
ロ
関
係
の
新
し
い
展
開
︑
ワ
シ
ン
ト
ン
の
平
和
研
究
所
︑
一
九
九
In
stitu
te
of
P
eace,W
ash
in
g
ton
,1994
In
E
n
g
lish
；
四
年
︵
英
語
︶
三
〇
日
露
関
係
の
過
去
︑
現
在
︑
未
来
︑
大
東
亜
大
学
経
済
研
究
所
報
︑
一
九
九
四
年
一
月
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一
九
九
五
年
三
一
Я
понск
и
й
оп
ы
т
для
росс
и
йск
и
х
ре
ф
ор
м
.П
ред
ислов
ие
и
обзор
японского
потенц
иа
ла
.Ц
ент
р
японск
и
х
иссле
д
о
в
а
н
и
й
.А
сс
о
ц
и
а
ц
и
я
я
п
о
н
о
в
е
д
о
в
.М
ос
к
в
а
1995.В
ы
п
у
с
к
п
е
р
в
ы
й
.
Jap
an
ese
E
x
p
erien
ce
for
th
e
R
u
ssian
R
eform
s.F
orew
ord
an
d
A
n
alisy
s
of
th
e
Jap
an
ʼs
P
oten
tial,C
en
ter
for
Jap
an
ese
S
tu
d
ies,In
stitu
te
of
O
rien
tal
ロ
シ
ア
の
改
革
の
S
tu
d
ies,R
u
ssian
A
cad
em
y
of
S
cien
ces,R
u
ssian
A
ssociation
of
Jap
an
olog
ists,M
oscow
1998；
た
め
の
日
本
の
経
験
︑
序
文
と
日
本
国
政
の
分
析
︑
モ
ス
ク
ワ
︑
一
九
九
五
年
一
号
︑
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
︑
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
全
ロ
シ
ア
日
本
研
究
会
一
九
九
六
年
三
二
C
u
ltu
ral
p
olicy
of
Jap
an
ese
g
ov
ern
m
en
t.A
p
roject
sp
on
sored
b
y
Jap
an
F
ou
n
d
ation
in
1996.
三
三
С
о
ц
и
а
льна
я
ро
ль
японск
о
й
к
у
льт
у
р
ы
.В
:
“Я
понск
и
й
ф
ено
м
ен
”,М
оск
ва
.
1996
г
.
3.5
а
.л
.
Jap
an
ese
C
u
ltu
reʼs
日
本
に
お
け
る
文
化
の
社
会
的
な
役
割
︑
一
九
九
六
年
︵
ロ
シ
ア
語
︶
S
ocial
R
ole.1996；
三
四
日
本
の
国
家
論
︑
Я
понское
госу
да
рство
.В
:“Я
понск
и
й
ф
ено
мен
”,М
осква
.1996
г
.1
а
.л
.Jap
an
ese
S
tate.1996；
一
九
九
六
年
︵
ロ
シ
ア
語
︶
三
五
И
нтерп
рета
ц
ия
некотор
ы
х
узлов
ы
х
соб
ы
т
и
й
послевоенно
й
истор
и
и
Я
пон
и
и
.В
:Разм
ы
ш
лен
ия
о
японско
й
ист
日
本
戦
後
史
︑
あ
る
キ
ор
и
и
.М
осква
,1966.0.5
а
.л
.In
terp
ratation
of
som
e
k
ey
p
oin
ts
of
Jap
an
ese
H
istory
.1996；
ー
イ
ベ
ン
ト
の
解
釈
︑
一
九
九
六
年
︵
ロ
シ
ア
語
︶
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三
六
ロ
シ
ア
に
民
主
的
な
市
民
社
会
の
基
礎
が
出
来
た
︑
北
方
領
土
は
当
面
﹁
特
別
区
﹂
に
︑
世
界
週
報
一
九
九
六
年
九
月
一
〇
日
一
九
九
七
年
三
七
Н
овояпонская
за
щ
и
та
,Т
ок
и
о
в
по
иска
х
в
ы
сок
и
х
поли
т
и
ческ
и
х
тех
нолог
и
й
,
2И
тог
и
2,
14
янва
ря
1997
года
;
ペ
ル
ー
の
人
質
事
件
と
日
本
政
府
の
対
応
︑
H
ostag
es
crisis
in
P
ery
an
d
Jap
an
ʼs
b
eh
av
ior,“Itog
i”,Jan
u
ary
14,1997；
﹁
イ
ト
ギ
﹂︵
ロ
シ
ア
の
雑
誌
︶︑
一
九
九
七
年
一
月
一
四
日
︵
ロ
シ
ア
語
︶
三
八
日
ロ
関
係
の
背
後
に
あ
る
﹁
主
義
﹂
と
﹁
フ
ァ
ク
タ
ー
﹂
│
埋
も
れ
て
い
た
資
料
に
基
づ
い
て
過
去
と
将
来
を
評
価
す
る
試
み
︑
日
本
国
際
問
題
研
究
所
︑﹁
ロ
シ
ア
研
究
﹂
一
九
九
七
年
一
〇
月；
Id
eolog
y
an
d
oth
er
factors
in
th
e
R
elation
sh
ip
b
etw
een
Jap
an
an
d
R
u
ssia.
R
u
ssian
S
tu
d
ies.
E
d
ited
b
y
C
en
ter
for
R
u
ssian
S
tu
d
ies,
Jap
an
In
stitu
te
of
In
tern
ation
al
S
tu
d
ies,N
o.25/O
ctob
er
1997
(In
Jap
an
ese).
三
九
日
ロ
関
係
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
︑
世
界
週
報
︑
一
九
九
七
年
一
一
月
二
五
日；
T
im
e-lim
it
in
R
u
ssian
-Jap
an
ese
relation
s
(In
Jap
an
ese).W
orld
A
ffairs
w
eek
ly
(S
ek
ai
sh
u
h
o),1997,11/25
四
〇
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
の
書
籍
︑
Jap
an
ese
b
ook
s
in
R
u
ssia.Jap
an
ese
B
ook
N
ew
s.Jap
an
F
ou
n
d
ation
1997.N
o.19；
国
際
交
流
基
金
︵
英
語
︶
四
一
Ｋ
・
Ｏ
・
サ
ル
キ
ソ
フ
／
袴
田
茂
樹
︑
日
ロ
関
係
の
G
新
た
な
方
程
式
H
│
﹁
橋
本
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
会
談
﹂
の
意
義
を
考
え
る
︑
公
研
一
九
九
七
年
一
一
月
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四
二
ロ
シ
ア
の
現
況
と
世
紀
へ
の
期
待
︑
ロ
シ
ア
極
東
の
現
在
︑
上
智
大
学
ロ
シ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
⑼
一
九
九
七
年
21
四
三
正
常
化
の
好
機
だ
が
︑
性
急
さ
は
禁
物
︑
週
刊
東
洋
経
済
一
九
九
七
年
一
二
月
六
日
四
四
T
h
e
N
orth
ern
T
erritories
Issu
e
after
Y
eltsin
ʼs
R
e-election
:
O
b
stacles
to
a
R
esolu
tion
from
a
R
u
ssian
P
ersp
ectiv
e,
C
om
m
u
n
ist
an
d
P
ost
C
om
m
u
n
ist
S
tu
d
ies
V
ol.
30
N
o
4
pp
353
-363
1997
T
he
R
egents
of
the
エ
リ
ツ
ィ
ン
再
選
後
の
領
土
問
題
︑
ロ
シ
ア
側
か
ら
見
た
解
決
の
障
害
︑
一
九
九
七
年
U
niversity
of
C
alifornia
四
五
﹁
ソ
フ
ト
な
時
限
﹂
設
定
で
交
渉
を
加
速
す
る
モ
メ
ン
タ
ム
が
生
ま
れ
た
︑
日
露
両
首
脳
の
課
題
は
﹁
国
内
政
治
﹂︑
世
界
週
報
一
九
九
七
年
一
一
月
二
五
日
一
九
九
八
年
四
六
ア
ジ
ア
の
新
し
い
情
勢
と
台
湾
︑
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
通
信
一
九
九
八
年
四
月
一
日
四
七
G
日
露
平
和
条
約
H
│
私
は
こ
う
考
え
る
︑
新
国
策
︑
一
九
九
八
年
六
月
一
五
日
四
八
Ｋ
・
Ｏ
・
サ
ル
キ
ソ
フ
／
秋
野
豊
︑
二
一
世
紀
の
日
露
関
係
へ
の
提
言
︑G
領
土
問
題
だ
け
の
時
代
H
は
終
わ
っ
た
？
公
研
一
九
九
八
年
五
月
四
九
П
оли
т
и
ка
сох
ранен
ия
на
ц
иона
льно
й
к
у
льт
у
р
ы
в
:
“Я
П
О
Н
И
Я
П
ослевоенная
госу
да
рственная
поли
т
и
ка
:в
ы
зов
ы
и
о
т
в
е
т
ы
;
N
ation
al
C
u
ltu
re
P
reserv
in
g
P
olicy
in
:
JA
P
A
N
P
ost-W
ar
G
ov
ern
m
en
t
P
olicy
:
C
h
allen
g
es
an
d
国
民
文
化
の
保
存
政
策
︑﹁
日
本
︑
戦
後
の
国
家
政
R
esp
on
ces,
M
oscow
“V
ostoch
n
ay
a
L
iteratu
ra”
In
R
u
ssian
；
策
│
│
挑
戦
と
対
応
﹂︑
モ
ス
ク
ワ
︑
一
九
九
八
年
︵
ロ
シ
ア
語
︶
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五
〇
二
十
世
紀
を
迎
え
る
日
本
│
問
題
提
起
の
試
み
︑﹁
世
界
と
議
会
﹂︑
一
九
九
八
年
六
月
尾
崎
行
雄
記
念
財
団
五
一
日
露
関
係
の
進
展
︑
一
九
九
八
年
P
rog
ress
in
Jap
an
-R
u
ssia
R
elation
s,Jap
an
Q
u
arterly
,A
p
ril-Ju
n
e
1998；
五
二
二
〇
〇
〇
年
に
向
け
て
の
ロ
シ
ア
と
日
本
︑
世
界
経
済
時
報
一
九
九
八
年
三
月
二
五
日
㈶
世
界
経
済
調
査
会
五
三
領
土
問
題
の
明
確
な
進
展
は
望
み
薄
︑
世
界
週
報
一
九
九
八
年
四
月
一
四
日
五
四
日
ロ
の
﹁
創
造
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹂
は
何
を
創
造
す
る
か
︑
世
界
週
報
一
九
九
八
年
一
二
月
一
五
日
五
五
ロ
シ
ア
の
現
状
と
日
ロ
関
係
︑﹃
ロ
シ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
調
査
資
料
﹄
第
七
八
九
号
︵
一
九
九
八
年
二
月
号
︶
一
九
九
九
年
五
六
A
R
estrosp
ectiv
e
V
iew
:A
F
ifth
P
eriod
,in
:Jap
an
an
d
R
u
ssia
in
N
orth
east
A
sia,P
artn
ers
in
th
e
21
st
C
en
tu
ry
,
E
d
.B
y
V
lad
im
ir
Iv
an
ov
an
d
K
arla
S
.S
m
ith
,P
raeg
er,1999,p
p
.73-86
五
七
日
ロ
首
脳
会
談
ロ
シ
ア
側
の
真
意
︑
世
界
の
顔
︑
世
界
︑
一
九
九
九
年
一
月
五
八
小
渕
首
相
の
訪
ロ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
基
軸
外
交
を
構
築
す
る
格
好
の
機
会
︑
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
空
爆
︑
ア
メ
リ
カ
の
提
唱
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｄ
構
想
︑
プ
リ
マ
コ
フ
首
相
の
解
任
な
ど
の
記
事
︑
M
E
IC
A
X
IS
︑中
小
企
業
國
際
セ
ン
タ
ー
雑
誌
五
九
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
と
領
土
問
題
︑
小
学
館
の
﹁
文
庫
﹂︑
一
九
九
九
年
一
二
月
出
版
六
〇
K
orean
con
flict
an
d
its
resolu
tion
,P
ap
er
(10
A
4
form
at
p
ag
es,p
u
b
lish
ed
in
a
b
roch
u
re)to
th
e
25th
S
y
m
p
osiu
m
on
K
oreaʼs
F
oreig
n
an
d
S
ecu
rity
P
olicy
S
ix
M
ajor
P
ow
ersʼIn
tern
ation
alC
on
feren
ce
for
P
eace
an
d
S
tab
ility
on
th
e
K
orean
P
en
in
su
la
S
eou
l
N
ov
em
b
er
25
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六
一
司
馬
遼
太
郎
著
︑
｢ロ
シ
ア
に
つ
い
て
｣︑
ロ
シ
ア
語
翻
訳
︑
前
書
き
︑
モ
ス
ク
ワ
G
Ｍ
Ｉ
Ｋ
H
出
版
社
一
九
九
九
年
六
二
﹁
第
二
外
国
語
﹂
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
有
望
資
格
︑
東
京
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
︑
発
行
日
：
一
九
九
九
年
六
月
二
〇
〇
〇
年
六
三
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
対
日
政
策
の
遺
産
︑﹁
北
方
領
土
Q
&
A
80﹂︵
下
斗
米
伸
夫
編
著
︶︑
小
学
館
文
庫
頁
五
六
│
六
九
六
四
日
本
は
﹁
神
の
国
﹂
で
は
な
い
で
す
か
︵
加
地
伸
行
編
著
︶
へ
の
執
筆
︑
小
学
館
文
庫
六
五
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
地
方
の
国
際
化
︑
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
︵
共
著
︶
六
六
Jap
an
ese-R
u
ssian
R
elation
s
after
Y
eltsin
ʼs
R
eelection
in
1996
(p
p
.215-228),in
:Jap
an
an
d
R
u
ssia,T
h
e
tortu
ou
s
P
ath
to
N
orm
alization
,1949-1999,E
d
.B
y
G
ilb
ert
R
ozm
an
,S
t.M
artin
ʼs
P
ress,2000
二
〇
〇
一
年
六
七
﹁
ア
ジ
ア
人
﹂
と
し
て
の
自
覚
こ
そ
が
︑
二
十
一
世
紀
の
日
本
の
生
き
る
道
︑
pp.75-135︑﹁
日
本
人
﹂
へ
の
最
後
の
通
告
︑
小
学
館
文
庫
四
七
六
六
八
英
字
の
読
売
新
聞
の
定
期
寄
稿
︑
今
ま
で
の
記
事
は
四
件
︑
そ
の
内
﹁
R
ussia
m
ust
balance
its
relations
w
ith
C
hina,
T
he
D
aily
Y
om
iuriF
riday,July
13,2001﹂︑﹁
A
ttack
on
civilization
also
broughthope,T
he
D
aily
Y
om
iuri,T
he
D
aily
Y
om
iuriT
hursday,O
ctober
11,2001﹂﹁
2
pacts
needed
on
northern
territory
issue,T
he
D
aily
Y
om
iuri
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二
〇
〇
二
年
六
九
英
字
の
読
売
新
聞
の
定
期
寄
稿
︑
Scandaljeopardizes
Japan-R
ussia
T
ies,T
he
D
aily
Y
om
iuri,M
arch
17,2002
二
〇
〇
三
年
七
〇
下
斗
米
伸
夫
︑
サ
ル
キ
ソ
フ
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
︑
日
ロ
関
係
の
リ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
︑
公
研
︑
二
〇
〇
三
年
二
月
二
〇
〇
四
年
七
一
日
露
戦
争
再
考
︑
論
座
二
〇
〇
四
年
九
月
七
二
日
本
と
の
戦
争
に
拘
っ
た
ロ
シ
ア
の
事
情
︑
歴
史
街
道
二
〇
〇
四
年
九
月
二
〇
〇
六
年
七
三
日
露
戦
争
と
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
︑
山
梨
学
院
創
立
六
〇
周
年
記
念
誌
七
四
プ
ー
チ
ン
大
統
領
残
り
の
二
年
間
と
日
ロ
関
係
︑
ロ
シ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
調
査
資
料
︑
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
〇
〇
八
年
七
五
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
新
ロ
シ
ア
大
統
領
を
ど
う
と
ら
え
た
ら
い
い
の
か
月
刊
ロ
シ
ア
通
信
二
〇
〇
八
年
五
月
二
日
第
九
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